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 提案書等の評価にあたり、提案内容を公平かつ客観的に評価し、最適な事業者を選定す
るため、次に掲げる⽅法により、仕様（技術）⾯及び価格⾯の２つの観点で評価する。 
 
1. 審査機関 

（１） 本調達の技術的な審査については、⼤阪公⽴⼤学医学部附属病院病院情報シス
テム開発業務等委託及び機器⼀式⻑期借⼊提案審査委員会（以下「委員会」と
いう。）において実施する。 

（２） 委員会は、⼊札説明書で求める提案書が下記３．提案書の評価⽅法に基づき仕
様書に記載している要件を満たし、かつ優れた提案となっているかの判断及び
下記４．価格点の算出⽅法に基づき付与する点数の判断について審査する。 

 
2. 落札者決定基準 

（１） 落札者の決定⽅法 
ア 落札者の決定⽅法については、次に掲げる各要件のいずれにも該当する⼊

札者のうち下記３．に定める評価⽅法により算出された技術点と価格点の
合計点が最も⾼い者とする。 

（ア） 価格点の基となる⼊札価格（⼊札書記載⾦額。調達仕様書「2.5. 契約の区
分」の①システム開発及び②機器等⼀式借⼊の合計額をいう。以下同じ。）
が、予定価格の制限の範囲内であること。 

（イ） 「提案書記載依頼事項」に⽰す評価項⽬の⼤項⽬「4.1.追加提案」を除き、
各⼩ 項⽬のいずれか 1 項⽬でも 0 点でないこと。 

（ウ） 調達仕様書「2.5. 契約の区分」の④保守業務に係る提案⾦額が、同仕様書
「6.7. 費⽤に関する事項」に定める上限の範囲内であること。 

イ 最⾼得点者が２者以上あるときは、技術点が⾼い者を落札者として決定す
る。なお、技術点、価格点とも同点の場合は、⼊札書記載⾦額の低い者を落
札者として決定する。技術点、価格点とも同点で⼊札書記載⾦額が同額の場
合は、⼊札執⾏業務に関係のない職員に、くじを引かせ落札者を決定する。 

（２） 技術点および価格点の配分 
点数については、1,200 点満点とし、得点配分については、技術点を 900 点、

価格点を 300 点とする。 
 なお技術点の点数内訳は「提案書記載依頼事項」のとおりとする。 

 
 

3. 提案書の評価⽅法 
技術点については、調達仕様書および評価基準に基づき次のとおり⾏うこととする。 

（１） 評価基準については、下記５．のとおりとする。 
（２） 各提案について、評価基準に記載している要求要件を満たしているかを判断し、
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具体的かつ評価できる場合については、その提案に応じ技術点を付与する。 
（３） 提案仕様書および評価基準に記載されていない提案については、本業務の必要

度および重要度に照らし、必要の範囲を超えているものについては評価の対象
としない。 

（４） 各提案者の技術点については、学識経験者等により構成される委員会で決定す
る。 

 
4. 価格点の算出⽅法 

価格点の算出については、次のとおり⾏うこととする。 
（１） 価格点は、本調達の⼊札書記載⾦額に応じて点数化するものとする。 
（２） 技術点を決定後、以下の算出⽅法により価格点を算出する。 

⼊札書記載⾦額が予定価格以下のものを対象に下記に⽰す⽅法により、価格点を
算出する。 

      「価格点＝300 点×（１−⼊札書記載⾦額／予定価格）」 
       評価点は⼩数以下第 2 位を四捨五⼊ 
 
   なお、⼊札書記載⾦額が予定価格を上回っているときは、⼊札を無効とする。 

また、④保守業務に係る提案⾦額が上限を超えているときは、調達仕様書「6.7. 
費⽤に関する事項」の定めにより⼊札を無効とする。 

 
 
5. 技術評価基準 

提案書の評価項⽬および評価基準は、「提案書作成要領」「提案書記載依頼事項」の「評
価項⽬」および「記載内容・⽅法」のとおりとする。 

 
6. 技術評価点の考え⽅ 
 
（１）評価項⽬単位の採点 
 評価項⽬単位の採点は、「3.1.1 要件（機能）への対応」及び「3.3.2 運⽤保守費」を除き、

０〜５点までの次の６段階評価とする。 
 
  ⾮常に優れている・・・・・・・５点 
  優れている・・・・・・・・・・４点 
  標準的である・・・・・・・・・・３点 
  低いレベルである・・・・・・・２点 
  ⾮常に低いレベルである・・・・１点 
  提案が無いまたは記載がない・・０点 
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評価項⽬の重要度に応じて、1〜17 倍の重み付けを⾏い評価する。

（２）「3.1.1 要件（機能）への対応」の採点
本項⽬については、技術審査資料要件対応表 （様式第５号）に基づき、 以下の⽅法に

より得点を算定する。

ア 提案者は、要件対応表の各項⽬について、次の区分により
対応状況を記載すること。

○ ：パッケージの標準機能により実現可能  ・・・３点
△ ：カスタマイズにより実現可能 ・・・２点
▲ ：運⽤上の対処により代替可能 ・・・１点
× ：実現不可 ・・・０点

イ 全項⽬の合計得点を算出し、満点（全項⽬が「○」の場合の合計得点）に対する充⾜
率を求め、本項⽬に配分された配点に当該充⾜率を乗じて得点を算定する。

得点 ＝ 配点 ×（提案者の合計得点 ÷ 満点）

（算定例）
要件対応表の項⽬数が 5 項⽬、本項⽬の配点が 100 点の場合
・満点 ＝ 3 点 × 5 項⽬ ＝ 15 点
・提案者の回答：○, ○, △, ○, ▲

→ 合計得点 ＝ 3＋3＋2＋3＋1 ＝ 12 点
・得点 ＝ 100 点 ×（12 ÷ 15）＝ 80.0 点

（⼩数以下第 2 位を四捨五⼊）

（３）「3.3.2 運⽤保守費」の採点
本項⽬については、④保守業務に係る費⽤の総額（税込）に基づき、以下の⽅法により得

点を算定する。
得点 ＝ 配点 ×（１−当該費⽤の⾒積総額（税込） ÷ 調達仕様書「6.7. 費⽤に

関する事項」に定める上限額（税込））
（⼩数以下第 2 位を四捨五⼊）
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